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古 賀 哲 哉
一昨年銅を含む2次元 dγ導体で超伝導が発見されて以来,遷移金属酸化物導体の研究は爆
発的に盛んになっ牢｡Lこの銅酸化物系ではCu2+ィォンの9ケの3d電子,即ち1ケの 3d空
孔が物性の担い手として重要な役割を果していると考えられる｡この論文でとり上げたバナジ
ウム酸化物系では, (3d)1の電子が物性の鍵を握っており,電荷の正負の違いはあるが同じ
役目をもっている｡この(3d)1電子が,2次元結晶中で作るde導体を銅酸化物での.2次元
dγ導体と比較検討することは,超伝導発現の機構等の解明に興味深い知識を与えてくれる｡
この論文は,結晶構造での原子配置より,2次元 de導体候補としてSrV307,PbV30 7,
PbV205をえらび,その物性を核磁気共鳴という微視的な手段により研究したものである0
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